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いばらき県議会だより平成１５年７月１３日（日曜日） １４４　　（２）

常
磐
道
活
用
し
た
渋
滞
対
策
は
国
の
社
会
実
験
制
度
を
利
用

畑
地
の
基
盤
整
備
推
進
は
「
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
」
が
核

い
き
い
き
と
し
た
茨
城
づ
く
り
は
発
展
基
盤
活
用
し
産
業
振
興

　
県
議
会
は
、
平
成
一
五
年
六

月
一
八
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
次
の
決
議
を
し
ま
し
た
。

　「
政
治
倫
理
綱
領
」
の
遵
守
に

関
す
る
決
議

　　
本
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成

六
年
六
月
一
六
日
に
、
県
議
会

が
本
来
の
機
能
、
役
割
を
十
分

果
た
し
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
県

民
の
疑
惑
を
招
来
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
自
ら
を
戒
め
、
県
政

に
対
す
る
信
頼
を
確
保
し
て
い

く
決
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

「
政
治
倫
理
綱
領
」
を
定
め
、

政
治
倫
理
の
確
立
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
最
近
一
部
議
員

の
暴
力
団
関
係
者
と
の
交
際
が

報
じ
ら
れ
、
県
民
の
信
頼
を
著

し
く
損
な
う
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す

る
と
、
「
政
治
倫
理
綱
領
」
に

も
と
る
行
為
で
あ
り
、
極
め
て

遺
憾
で
あ
る
。

　
県
政
の
健
全
な
発
展
は
、
県

民
の
議
員
に
対
す
る
揺
る
ぎ
な

い
信
頼
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成

し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
議
員
の
高
い
倫

理
観
と
見
識
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　
よ
っ
て
、
本
議
会
は
、
県
民

の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
「
政

治
倫
理
綱
領
」
遵
守
の
徹
底
を

図
り
、
県
民
の
信
頼
回
復
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
こ
こ
に

決
意
す
る
。

一般質問（要旨）＜２―３面＞
質問者

日
立
市
内
の
渋
滞

政
治
倫
理
綱
領

　
政
治
倫
理
の
確
立
は
、
県
政

発
展
に
向
け
て
の
全
て
の
議
員

活
動
の
大
前
提
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
か
か
る
認
識

の
も
と
に
県
政
の
信
頼
回
復
及

び
汚
職
と
腐
敗
の
防
止
に
対
処

す
る
に
当
た
り
、
決
意
を
新
た

に
議
会
本
来
の
使
命
の
達
成
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
、
県
政
の
健
全
な
発

展
と
厳
正
な
議
会
の
運
営
に
資

す
る
た
め
、
政
治
倫
理
綱
領
を

定
め
る
。

　一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
県
民
の
信

頼
に
値
す
る
よ
り
高
い
倫
理
的

義
務
を
自
覚
し
、
政
治
不
信
を

招
く
公
私
混
同
を
厳
に
戒
め
、

清
廉
を
持
す
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
汚
職
と
腐

敗
の
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、

議
決
に
際
し
て
の
審
議
・
審
査

の
充
実
や
調
査
権
限
等
の
積
極

的
活
用
な
ど
、
議
会
権
限
の
適

切
な
行
使
に
意
を
用
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
時
代
の
要

請
を
先
取
り
で
き
る
よ
う
常
に

政
策
の
研
究
と
高
い
識
見
の
涵

養
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
員

活
動
に
際
し
て
は
、
名
誉
と
責

任
を
重
ん
じ
、
よ
り
よ
い
明
日

の
生
活
を
願
う
県
民
の
た
め
に

積
極
的
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
県
民
の
代

表
と
し
て
、
全
体
の
利
益
の
実

現
を
め
ざ
し
て
行
動
す
る
こ
と

に
心
が
け
、
い
や
し
く
も
特
定

の
利
益
の
実
現
を
求
め
て
公
共

の
利
益
を
損
な
う
こ
と
が
な
い

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
わ
れ
わ
れ
は
、
政
治
家
と

し
て
常
に
自
ら
を
正
し
、
い
や

し
く
も
県
民
か
ら
政
治
倫
理
に

反
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
平
成
六
年
六
月
一
六
日

　

茨
城
県
議
会

　
議
員
（
自
民
）
　
県
で
は
こ

れ
ま
で
「
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
」
を
中
心
に
畑
地
の
整
備
を

進
め
て
き
た
が
、
事
業
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
本
県
農
業
の
生
産
力
向
上

の
根
幹
で
あ
る
畑
地
基
盤
整
備

の
推
進
方
策
は
。

　
農
林
水
産
部
長
　
畑
地
の
基

盤
整
備
に
消
極
的
な
農
業
者
に

対
し
て
は
、
担
い
手
へ
農
地
を

貸
与
す
る
こ
と
を
条
件
に
基
盤

整
備
の
負
担
金
に
対
す
る
上
乗

せ
助
成
等
を
行
い
な
が
ら
、

「
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
」
を

核
と
し
た
畑
地
の
基
盤
整
備
等

の
推
進
に
重
点
的
に
取
り
組

む
。

　
議
員
　
県
内
の
中
心
商
店
街

は
空
洞
化
が
進
み
危
機
的
状
況

に
あ
る
が
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
と
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
再

生
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
商
工
労
働
部
長
　
県
は
、
今

年
度
新
た
に
商
業
活
性
化
の
中

心
的
担
い
手
と
な
る
街
づ
く
り

機
関
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）
を
設
立
す
る

た
め
の
連
絡
会
を
立
ち
上
げ

る
。
ま
た
、
市
町
村
や
商
工
団

体
な
ど
と
協
議
会
を
設
け
、
セ

ミ
ナ
ー
や
実
践
講
座
の
開
催
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
な
ど

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
合
併
の
推

進
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
質

問
）

菊池　　敏行（自　由　民　主　党）

戸井田　和之（自　由　民　主　党）

臼井　平八郎（自民県政クラブ）

錦織　　孝一（自　由　民　主　党）

加倉井　昭喜（自　由　民　主　党）

新井　　　昇（自　由　民　主　党）

　
議
員
（
自
民
）
　
日
立
市
内

は
、
朝
夕
に
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
が
、
道
路

整
備
に
は
長
期
間
か
か
る
。
常

磐
道
を
活
用
し
た
渋
滞
緩
和
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
土
木
部
長
　
国
は
、
有
料
道

路
の
料
金
を
割
り
引
き
、
一
般

道
路
か
ら
の
交
通
転
換
を
図
る

社
会
実
験
制
度
を

設
し
た
。

日
立
市
内
は
、
交
通
容
量
に
余

裕
の
あ
る
高
速
道
路
と
渋
滞
す

る
道
路
が
並
行

し
て
走
っ
て
い

る
た
め
、
高
速

道
路
の
活
用

は
、
渋
滞
緩
和

策
と
し
て
有
効

で
あ
り
、
社
会

実
験
実
施
に
向

け
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

　
議
員
　
中
心

市
街
地
の
空
洞

化
対
策
と
し

て
、
定
住
化
を

促
進
し
、
活
性

化
す
る
よ
う
な

良
好
な
住
宅
の

供
給
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
日
立
市
中
心
市

街
地
に
お
け
る
県
営
住
宅
整
備

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
土
木
部
長
　
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
先
導
的
な
県
営
住
宅

整
備
に
向
け
、
市
と
検
討
を
進

め
て
き
た
。
三
月
末
に
市
の
福

祉
施
設
と
の
一
体
的
な
整
備
に

つ
い
て
協
議
が
整
い
、
基
本
設

計
に
着
手
し
た
。
一
六
年
度
以

降
の
早
い
時
期
に
建
設
工
事
に

着
手
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
チ
ル
ソ
ン
号
の
座

礁
事
故
、
食
の
安
全
対
策
な
ど

も
質
問
）

　
議
員
（
自
県
ク
）
　
地
域
間

競
争
に
よ
り
元
気
で
活
力
あ
る

地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の

格
差
が
一
層
拡
大
す
る
。
い
き

い
き
と
し
た
元

気
な
茨
城
づ
く

り
を
ど
う
進
め

て
い
く
の
か
。

　
知
事
　
広
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど

の
発
展
基
盤
を

活
用
し
た
人
・

物
・
情
報
の
交

流
拠
点
の
形
成

や
特
区
制
度
を

活
用
し
た
産
学

官
連
携
、
素
材

産
業
の
強
化
、
物
流
拠
点
作
り

を
目
指
す
一
方
、
販
売
、
流
通

の
強
化
な
ど
農
業
を
は
じ
め
と

し
た
各
分
野
の
産
業
振
興
を
図

り
茨
城
の
活
力
を
高
め
る
。

　
議
員
　
爆
発
事
故
が
相
次
ぐ

中
、
火
薬
類
の
保
安
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
の
対
応
は
。
ま

た
、
火
薬
庫
等
設
置
に
あ
た
り

地
元
へ
の
情
報
提
供
や
合
意
形

成
、
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み

は
。

　
商
工
労
働
部
長
　
保
安
検
査

の
つ
ど
、
安
全
確
保
に
つ
い
て

指
導
と
周
知
を
図
る
。
火
薬
庫

設
置
等
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は

市
町
村
や
住
民
に
説
明
を
実
施

し
、
理
解
を
得
る
よ
う
事
業
者

指
導
を
強
化
。
事
業
者
の
自
主

保
安
の
一
層
の
促
進
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
歴
史
・
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
野
菜
の

産
地
改
革
の
取
り
組
み
な
ど
も

質
問
）
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